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阪大･基工 長 尾 成 一
3次元 Ising系 (sc格子 )において,MC simulation を実行した｡ 幾何学的パ ターン








Shell粗視化法 :〟(γ)の計算法として,各 MC step毎に全ての格子点で 同心球殻を想
定して,球殻毎にβを計算する方法が有効である｡特に percolation 的発散の困難は解消す
る｡
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パラミタの性質 〔伽非保存場,03)保存場,(C)保存場 (例えば,エネルギー密度 )と相互作用す
る非保存場〕によって異った振舞が予想される｡問題を大胆に単純化して,d次元空間の
cubic異方性をもつN成分スピン(の母体 )系に於て,伸びた欠陥が ed次元の空間にわたっ
て形成され,残 りのす(≡ a- ed)次元の空間で無秩序に分布する体系を考えるo欠陥濃度は
パ ーコレーションの臨界値に比べて小さい領域を調べるo ed-0,1,2 の系は,それぞれ,純
粋な点欠陥,線状欠陥,面状欠陥の無秩序に分布する系であるo Ed が正の非整数の系は,伸
びた欠陥が複雑な形のクラスターを形成して,無秩序に分布する現実の系である｡









性のクラスに分かれ,租の振舞は主な edの領域 い ,e(≡ 6+ed) の二つのパラミタ展開
がほ 妥ゞ当な領域〕で比熱の臨界指数 αが負の値をとるため伽の普遍性のクラスに縮退して
いる｡即ち,価,LOの場合 :くりこまれた運動論的係数 )の特異性は
k1-<fl,k〟≦f〟 のとき 1 -i/ i'2~礼 ～ENAZn十2~%






Z⊥-2(1+2∂*), Z〟-2, ∂*… 〔(3r;(37-2E)i/(8(353㌻｣366)i〕1/2
個の場合 :くりこまれた輸送係数 ]'e)特異性は
･-1- (Kj)4-71~Z⊥ 号 , l~1- (K;ll)2~7I十2吐/yuスb-1
の関係式で表わされ,動的臨界指数は
Z⊥=4- で⊥ ,Z〟=2- で〟+2y⊥/y〟
となる｡こ にゝ, 欠陥の "ない空間〝と "ある空間〝を "⊥〝と "〟 〝 の添字で区別した｡
～,03)の場合の臨界指数 Z⊥,Z〟の3次元と2次元の場合の数値を表にまとめるo QC)の場合
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我々の系には固定点として,ガウシアン 〔G〕,規則系の Ising〔PI〕,N成分 〔㌔〕,












名大･理 戸 次 直 明
§1. 序論
完全可積分系であるソリトン系に散逸と外力の項等の非可積分項が加わった場合 (摂動が小
さい時 ),ソリトンは空間的な構造は安定で時間的にはカオティツクに振舞 うことが,最近,
明らかになってきた1)｡一方,小さな抵抗だけを含む3次元一様MHD プラズマ中における磁
場の自己形成過程が数値的に調べられている2). これは,エネルギー緩和過程における3次元
磁場の自己形成のダイナミックスをシミュレー トした興味のある計算結果である｡しかしなが
ら,自然界には本来,非一様性や抵抗等による小さいけれど無視できない不安定性が存在する｡
したがって,不安定性と散逸とを含んだ系をモデルとして, 3次元シミュレーションを実行す
ることは,より現実的な立場で現象を説明することに役立っものと思われる｡実際,核融合研
究の基本的で重要な問題の一つに,閉じ込め磁場を横切って逃げるプラズマの損失の問題があ
る｡密度勾配のあるプラズマの周辺部の振舞いは,このプラズマの異常損失の問題と密接に関
係している｡もし,周辺プラズマ中に,静電ポテンシャルや密度揺動などの多次元的なソリト
ンあるいは対流胞モー ドなどが自己形成する可能性があれば,この多次元ソリトンはプラズマ
の輸送に重要な役割を果すであろう｡従って,周辺プラズマを記述する適確なモデルを用いて,
多次元ソリトンが果して自己形成できるかどうかを調べることは,非常に興味のもてる問題の
一つであろう｡ここでは,3次元逓減MHD方程式3)- 5)を周期境界条件のもとに初期値問題
として,初期パルスの擾乱がどのように非線形発展し,どのように伝播するかを数値的に調べ
た結果について報告する｡
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